健常人における実験的冷刺激時の視床下部―脳下垂体―副腎系の反応動態ならびに口腔顔面部の疼痛閾値の変化 by Suzuki, Koji
論文要 旨等報告書  
鈴 木 康 司  
博  士  
歯  
博  乙   第 4 2 3 5 号  














論文審査委員 教授杉本朋貞准教授宮脇卓也教授窪木拓男  
学位 論文 内 容 の 要 旨  
















及ぼす影響について検討した．   








間ごとのリカバリー4区間においてそれぞれ平均値を求めた．同時に温熱刺激に   
よる痺痛開催を計測した．計測部位は三叉神経領域の左側外耳道前方10爪mの顔面  
皮膚とし，CP刺激前，5分後，30分後，60分後の痺痛聞値を計測した．   
なお，CP刺激実験とは異なる日に同じ被験者に対してモック実験，すなわち，  
空の容器に腕をつける実験を行った．CP刺激実験と同様のプロトコルに従い，末  
梢血の採取，痺痛開催の計測，血圧，心拍数の記録を行った．   
統計処理は，ホルモンの血凍中濃度については実測値を，また血圧，心拍数に  
ついては各区間における平均値を従属変数とし，実験条件の差および時間経過の  
影響を対応のある二元配置分散分析で検討した．   







処理の結果，有意にCP刺激の影響を受けていた．（p＝0．04）．   
Ⅳ．考察   
心拍数や血圧の変動からCP刺激により交感神経系の迅速な反応が引き起こさ  
れていることが確認された．また無症状者において，CP刺激は，明らかな内分泌  





た．   




ものと思われた．   






















が生じていた．また，三叉神経領域において明らかなストレス鎮痛現象が確認できた．   
これらの知見は，ストレスそのものが口腔顔面領域の痔痛の多寡を調整しうるという  
意味で重要な研究成果であると考えられる．実験計画，手法においても適切であった．  
したがって，本論文は博士（歯学）の学位授与に催するものと判断した．   
